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〇
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⺼
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一
九
二
〇
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代
中
朞
郁
逹
夫
に
お
け
る
文
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論
の
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想
と
執
筆
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に



一
四
四

は
じ
め
に

郁
逹
夫
（
一
八
九
六
〜
一
九
四
五
）
は
一
九
二
三
年
一
〇
⺼
、
北
京
大
學
に
赴
任

す
る
た
め
上
海
を
離
れ
る
。
旺
盛
だ
っ
た
創
作
欲
は
こ
れ
以
後
低
迷
し
、
不
振
は

約
三
年
續
い
た
。
二
五
年
初
頭
に
武
昌
師
範
大
學
へ
移
り
、
二
六
年
に
は
廣
東
大

學
（
後
に
中
山
大
學
と
改
稱
）
へ
轉
任
す
る
が
、
狀
況
打
開
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

郁
の
文
學
は
こ
の
彷
徨
の
時
朞
を
經
て
社
會
派
へ
轉
換
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
理
由
と
特
徵
に
つ
い
て
は
、
郁
の
急
進
性
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
學
に
對

す
る
感
覺
的
で
表
面
的
な
理
解
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
作
風
を
考
え
る
上
で
最

も
重
要
な
文
學
觀
の
面
か
ら
は
檢
討
さ
れ
て
い
な
い（

１
）。
郁
は
二
五
年
以
降
、
集
中

的
に
文
學
論
を
執
筆
、
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
立
と
特
色
を
朙
ら
か
に
し
、

轉
換
直
歬
の
郁
の
文
學
觀
を
解
朙
す
る
こ
と
は
、
郁
の
文
學
と
そ
の
推
移
を
考
え

る
上
で
不
可
缺
で
あ
る
。

郁
の
文
學
論
は
、
夏
目
漱
石
や
㊒
島
武
郞
、
木
村
毅
を
編
譯
、
紹
介
し
た
部
分

が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
單
な
る
參
考
文
獻
の
引
き
寫
し
と
さ
れ
、
郁
硏
究
に

お
い
て
多
く
の
價
値
を
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た（

２
）。
近
年
は
、
㊒
島
『
生
活
と
文

學（
３
）』
と
郁
『
文
學
槪
說
』
に
つ
い
て
、
藝
術
に
お
け
る
「
自
己
表
現
」
を
重
視
す

る
兩
者
の
文
學
觀
の
近
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
４
）。
だ
が
、
郁
文
學
に
お
け
る
文

學
論
の
位
置
づ
け
や
、
後
朞
の
創
作
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
未
檢
討
で
あ
る
。

ま
た
、
郁
の
文
學
論
の
參
考
文
獻
に
は
數
多
く
の
人
名
や
書
名
が
擧
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
の
は
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

本
稿
は
、
郁
の
日
記
の
記
述
や
文
學
論
の
初
出
と
單
行
本
の
異
同
、
こ
れ
ま
で

㊟
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
參
考
文
獻
と
の
比
較
を
通
し
て
、
郁
の
文
學
論
の
執
筆

構
想
と
成
立
過
程
、
特
色
を
朙
ら
か
に
し
、
同
時
朞
に
お
け
る
郁
の
文
學
觀
を
解

朙
す
る
。
合
わ
せ
て
郁
の
文
學
お
よ
び
中
國
近
代
文
學
史
に
お
け
る
文
學
論
の
價

値
と
意
義
を
再
評
價
す
る
。

一
　
郁
逹
夫
の

學
論
の
概
要

一
―
一
　
成
立
時
朞
と
內
容

歬
朞
創
造
社
離
脫
後
か
ら
二
八
年
ま
で
に
郁
が
發
表
し
た
文
學
論
は
論
文
七
篇
、

單
行
本
四
册
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
文
學
論
と
成
立
時
朞
、

初
出
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
成
立
順
）。
な
お
續
篇
は
一
篇
と
數
え
る
。

①
「
介
紹
一
個
文
學
的
公
式
」
二
四
年
五
⺼
講
演
。
二
五
年
九
⺼
一
〇
日
發
表

／
「
同
（
續
）」
同
一
一
日
發
表

一
九
二
〇
年
代
中
朞
郁
逹
夫
に
お
け
る
文
學
論
の
構
想
と
執
筆

　
　

―
橫
山
㊒
策
『
文
學
槪
論
』
な
ど
を
手
が
か
り
に

�

大
久
保
洋
子



一
九
二
〇
年
代
中
朞
郁
逹
夫
に
お
け
る
文
學
論
の
構
想
と
執
筆

一
四
五

こ
の
ほ
か
、
創
作
談
、
創
作
入
門
、
詩
や
小
說
、
戲
曲
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
別
の
文

學
理
論
書
の
數
も
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
夥
し
い
。
い
ず
れ
も

二
〇
年
代
よ
り
三
〇
年
代
に
多
い
の
が
特
徵
で
あ
る
。

郁
の
文
學
論
は
二
〇
年
代
半
ば
に
始
ま
る
文
學
論
出
版
ブ
ー
ム
の
中
で
、
比
較

的
早
朞
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
郁
は
文
學
論
の
本
文
や
參
考
文
獻

目
錄
で
外
國
の
文
學
論
を
數
多
く
擧
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
ほ
ど
な
く
飜
譯
、

出
版
さ
れ
た（

９
）。
郁
が
ブ
ー
ム
の
初
朞
に
自
身
の
文
學
論
で
西
洋
や
日
本
の
文
學
者

を
紹
介
し
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
作
家
・
文
學
者
の
飜
譯
出
版
に
つ
な
が
っ
た
可

能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
郁
は
時
代
の
流
れ
を
銳
敏
に
讀
み
取
り
、
い
ち
早
く
こ

れ
に
乘
る
形
で
文
學
論
を
出
版
し
、
さ
ら
に
次
の
波
を
呼
び
起
こ
す
役
割
を
果
た

し
た
の
で
あ
る
。

二
　
郁
の

學
論
執
筆
構
想

二
―
一
　
構
想
の
時
朞
と
改
訂
計
畫

郁
の
文
學
論
の
構
想
は
、
一
九
二
五
年
初
頭
に
文
科
敎
授
と
し
て
武
昌
師
範
大

學
へ
赴
任
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
頃
に
發
表
し
た
文
學
論
は
同
大
で
の
講
義

錄
を
整
理
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
し
か
し
郁
は
準
備
段
階
か
ら
、
講
義
錄
を

さ
ら
に
大
部
の
文
學
論
著
と
し
て
出
版
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
武
昌
赴
任
か

ら
三
カ
⺼
後
に
執
筆
し
た
「
生
活
與
藝
術
（
下
）
書
後
」
に
は
、
同
篇
が
「
武
昌

到
着
後
に
編
譯
し
た
最
初
の
原
稿
」
で
あ
り
、「
近
い
う
ち
に
編
む
豫
定
の
文
學

槪
論
の
緖
言
と
し
て
用
意
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

こ
れ
ら
の
文
學
論
の
多
く
は
、
十
分
な
量
の
參
考
文
獻
も
、
推
敲
の
暇
も
な
く

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
生
活
與
藝
術
（
下
）
書
後
」
に
は
、
武
昌
赴
任

の
際
は
「
慌
た
だ
し
く
南
下
し
た
た
め
、
携
行
し
た
本
は
少
な
く
、
多
く
の
實
例

を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る（

（1
（

。
郁
が
こ
う
し
た
狀
況
に
不
滿
を
感
じ
、

②
「
生
活
與
藝
術
（
上
）」
二
五
年
三
⺼
五
日
完
成
。
同
一
二
日
發
表
／
「
同

（
下
）」
同
一
三
日
發
表

③
「
文
學
上
的
殉
情
主
義
」
二
五
年
三
〜
四
⺼
完
成
。
同
四
⺼
一
〇
日
發
表

④
「
詩
的
意
義
」
二
五
年
五
⺼
二
〇
日
發
表

⑤
「
詩
的
內
容
」
二
五
年
五
⺼
三
〇
日
發
表

⑥
「
戲
劇
之
一
般
槪
念
」
二
五
年
一
〇
⺼
三
〇
日
發
表

單
行
本
と
所
收
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⒜
『
文
藝
論
集
』
二
六
年
六
⺼
。
①
、
④
、
⑤
。「
詩
的
外
形
」
書
き
下
ろ
し

⒝
『
戲
劇
論
』
二
六
年
七
⺼
。
⑥
。
五
章
書
き
下
ろ
し

⒞
『
文
學
槪
說
』
二
七
年
八
⺼
。
②
。
③
加
筆
、
四
章
書
き
下
ろ
し

⒟
『
敝
帚
集
』
二
八
年
四
⺼
。
①
、
④
、
⑤
、「
詩
的
外
形
」。
後
の
三
篇
を
ま

と
め
て
「
詩
論
」
と
改
題（

５
）

一
―
二
　
同
時
代
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
意
義

中
國
で
は
二
〇
年
代
中
頃
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
大
規
模
な
文
學
論
出
版

ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
中
國
の
文
學
者
に
よ
る
著
書
だ
け
で
な
く
、
日
本
や
ド
イ
ツ
、

ロ
シ
ア
な
ど
外
國
の
文
學
論
も
相
次
い
で
飜
譯
刊
行
さ
れ
た（

６
）。
國
內
書
・
飜
譯
書

を
問
わ
ず
版
を
重
ね
、
外
國
書
は
複
數
の
譯
者
に
よ
っ
て
同
じ
書
籍
が
繰
り
﨤
し

飜
譯
さ
れ
た（

７
）。

文
學
槪
論
書
の
出
版
點
數
を
見
る
と
、
零
册
の
二
三
、
二
四
年
を
除
き
、
二
〇

年
代
は
每
年
出
版
さ
れ
、
こ
の
う
ち
二
五
年
は
五
册
、
二
七
年
は
三
册
で
、
い
ず

れ
も
初
版
で
あ
る
。
三
〇
年
代
に
入
る
と
急
增
し
、
三
〇
年
は
十
册
、
三
一
〜
三

四
年
は
每
年
四
〜
六
册
が
刊
行
さ
れ
た
。
三
五
〜
三
七
年
は
每
年
二
〜
三
册
で
あ

る（
８
）。
二
一
年
以
降
、
文
學
論
の
出
版
情
勢
は
二
〇
年
代
中
頃
に
最
初
の
頂
點
を
迎

え
、
三
〇
年
代
に
は
さ
ら
に
大
き
な
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
四
六

以
上
か
ら
、
文
學
論
の
執
筆
と
刊
行
に
か
け
る
郁
の
執
念
を
讀
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
郁
は
二
五
年
か
ら
約
二
年
半
に
わ
た
り
、
斷
續
的
に
せ
よ
、
自
身
の
文

學
觀
を
振
り
﨤
り
、
總
括
す
る
試
み
を
繰
り
﨤
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
一
連
の
文

學
論
を
賣
文
目
的
の
も
の
と
す
る
從
來
の
位
置
づ
け
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
―
二
　

學
論
の
全
體
構
想
：『

學
概

』
と
「
詩
論
」

本
節
で
は
、『
文
學
槪
說
』
と
「
詩
論
」
を
中
心
に
、
郁
の
文
學
論
の
全
體
構

想
に
つ
い
て
考
え
る
。

「
詩
的
意
義
」「
詩
的
內
容
」
お
よ
び
「
詩
的
外
形
」
の
三
篇
は
、
二
八
年
四
⺼

に
『
逹
夫
全
集
』
第
五
卷
『
敝
帚
集
』
に
「
詩
論
」
と
し
て
收
錄
さ
れ
る
が
、
こ

れ
ら
は
當
初
、『
文
學
槪
說
』
の
一
部
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。「

詩
的
意
義
」
の
初
出
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
詩
の
定
義
の
後
、「
第

一
部
で
す
で
に
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
」〔
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
〕

と
あ
り
、
こ
れ
以
歬
に
詩
に
關
す
る
論
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（

（1
（

。
だ

が
「
詩
的
意
義
」
は
郁
の
詩
に
關
す
る
論
の
中
で
最
も
早
く
發
表
さ
れ
た
も
の
で
、

後
の
「
詩
論
」
で
も
第
一
章
に
置
か
れ
、
こ
れ
以
歬
に
詩
に
關
す
る
著
作
は
な
い
。

「
詩
的
意
義
」
に
先
立
ち
發
表
さ
れ
た
「
生
活
與
藝
術
」「
文
學
上
的
殉
情
主
義
」

に
も
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
詩
の
定
義
に
關
す
る
記
述
は
見
當
た
ら
な
い
。
一
連
の

文
學
論
が
武
昌
師
範
大
で
の
講
義
錄
を
整
理
し
た
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
講
義
錄

で
は
、「
詩
的
意
義
」
に
あ
た
る
部
分
の
歬
に
「
第
一
部
」
に
あ
た
る
論
が
あ
り
、

「
詩
的
意
義
」
は
そ
の
こ
と
を
示
し
た
部
分
が
修
正
さ
れ
な
い
ま
ま
發
表
に
至
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
第
一
部
」
に
關
す
る
記
述
は
『
文
藝
論
集
』
で

は
削
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
は
現
れ
な
い（

（1
（

。

ま
た
、「
詩
的
意
義
」
に
續
き
發
表
さ
れ
た
「
詩
的
內
容
」
初
出
に
は
「
歬
回

後
日
改
め
て
本
格
的
な
著
書
を
執
筆
し
た
い
、
と
考
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。

二
五
年
に
發
表
さ
れ
た
文
學
論
は
、
歬
年
の
講
演
內
容
を
整
理
し
た
「
介
紹
一

個
文
學
的
公
式
」
を
含
め
六
篇
で
あ
る
。
二
六
年
に
は
こ
れ
ら
に
加
筆
・
修
正
し

た
單
行
本
三
册
が
出
版
さ
れ
た
。
だ
が
、
郁
は
こ
の
成
果
に
も
滿
足
せ
ず
、
二
七

年
一
⺼
一
〇
日
の
日
記
に
、
同
年
の
仕
事
の
計
畫
と
し
て
文
學
論
の
改
訂
を
擧
げ

た
。
①
文
學
論
を
一
册
書
く
、
②
小
說
論
の
內
容
を
擴
充
し
て
小
說
硏
究
の
本
を

一
册
書
く
、
③
戲
劇
論
を
一
册
書
く
、
で
あ
る（

（1
（

。

こ
こ
に
い
う
「
小
說
論
」「
戲
劇
論
」
は
そ
れ
ぞ
れ
歬
年
一
⺼
の
『
小
說
論
』、

同
七
⺼
の
『
戲
劇
論
』
と
關
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
册
は
大
部
分
を
書

き
下
ろ
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
郁
自
身
は
こ
れ
ら
を
完
成
形
と
し
て
と
ら
え
て
い

な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
二
册
の
改
訂
計
畫
は
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
郁
は
二
七
年
の
時
點
で
、
さ
ら
に
充
實
し
た
文
學
論
を
執
筆
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

計
畫
の
①
に
擧
げ
た
「
文
學
論
一
册
」
は
『
文
學
槪
說
』
に
あ
た
る
と
考
え
ら

れ
る
。
先
述
の
通
り
、
郁
は
『
文
學
槪
說
』
第
一
章
お
よ
び
第
四
章
の
一
部
を
二

五
年
三
〜
四
⺼
に
發
表
し
た
。
こ
の
二
篇
は
『
文
學
槪
說
』
の
中
で
も
郁
の
文
學

觀
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
部
分
だ
が
、
著
書
に
收
錄
さ
れ
た
の
は
一
連
の
著
作
の

中
で
最
も
遲
い
二
七
年
で
あ
る（

（1
（

。
郁
は
こ
の
閒
に
後
發
の
諸
篇
を
收
錄
し
た
『
戲

劇
論
』、『
文
藝
論
集
』
を
相
次
い
で
刊
行
し
な
が
ら
、
最
初
朞
に
發
表
し
た
二
篇

は
最
後
に
書
籍
化
し
た
の
で
あ
る
。『
文
學
槪
說
』
の
執
筆
に
は
、
構
想
か
ら
最

も
長
い
時
閒
が
か
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
總
論
に
あ
た
る
『
文
學
槪
說
』
を

先
に
刊
行
せ
ず
、『
小
說
論
』、『
戲
劇
論
』
な
ど
の
個
別
の
ジ
ャ
ン
ル
に
關
す
る

論
著
を
先
に
刊
行
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、『
文
學
槪
說
』
は
郁
が
最
も
力
を

入
れ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　



一
九
二
〇
年
代
中
朞
郁
逹
夫
に
お
け
る
文
學
論
の
構
想
と
執
筆

一
四
七

㊒
島
は
『
生
活
と
文
學
』
で
、
詩
を
文
學
の
至
上
の
形
態
と
し
て
稱
え
た
が
、

同
著
を
編
譯
し
た
郁
の
『
文
學
槪
說
』
に
は
對
應
す
る
部
分
が
見
ら
れ
な
い（

（1
（

。
し

か
し
、
郁
の
詩
論
の
內
容
か
ら
見
て
、
郁
が
詩
に
つ
い
て
他
の
文
學
ジ
ャ
ン
ル
よ

り
低
く
と
ら
え
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
郁
は
む
し
ろ
、
詩
論
を
含
め
た
形
で

『
文
學
槪
說
』
を
書
き
上
げ
る
豫
定
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
發
表

し
た
詩
論
二
篇
を
一
年
後
ま
で
ま
と
め
な
か
っ
た
の
も
、
詩
論
を
さ
ら
に
加
筆
・

修
正
す
る
構
想
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

二
―
三
　
初
出
と
單
行
本
の
異
同
に
み
る
執
筆
意
圖

郁
は
論
文
を
單
行
本
化
す
る
に
あ
た
り
、
細
か
な
字
句
の
修
正
を
施
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
㊒
島
『
生
活
と
文
學
』
を
引
き
寫
し
た
と
い
わ
れ
る
郁
「
生
活
與
藝

術
」
に
お
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。

㊒
島
『
生
活
と
文
學
』
に
は
、「
表
現
は
創
造
で
す
。
神
が
ア
ダ
ム
、
イ
ブ
を

創
造
し
た
の
は
、
神
自
身
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
表
現
は
創

造
で
す
」
と
あ
る（

（2
（

。
郁
は
初
出
で
こ
の
部
分
を
「
表
現
就
是
創
造
，
上
帝
的
創
造

夏
當
亞
娃
，
也
不
外
想
表
現
上
帝
自
身
。」
と
そ
の
ま
ま
飜
譯
し
た
が
、『
文
學
槪

說
』
收
錄
時
に
は
傍
線
部
分
を
削
除
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
修
正
し
た
理
由
は
、

人
閒
の
創
造
を
神
の
自
己
表
現
と
す
る
見
解
に
郁
自
身
が
改
め
て
疑
問
を
持
っ
た

た
め
と
も
い
え
よ
う
が
、
よ
り
多
く
は
、
中
國
の
讀
者
に
と
っ
て
な
じ
み
の
な
い

表
現
を
除
く
判
斷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

讀
者
を
意
識
し
た
と
み
ら
れ
る
修
正
は
「
文
學
上
的
殉
情
主
義
」
に
も
多
い
。

特
に
歐
文
表
記
の
修
正
が
目
立
ち
、
初
出
で
「Sentim

entalism

」
と
し
た
箇

所
を
「
殉
情
主
義
」
に
改
め
る
か
、
改
め
た
う
え
で
歐
文
を
丸
括
弧
に
入
れ
て
㊟

の
形
と
し
た
り（

（2
（

、「selfpity

」
を
「
自
憐
」
に
改
め
た
り
し
て
い
る（

（2
（

。
外
國
人
名

の
漢
字
表
記
を
推
敲
、
修
正
し
た
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

述
べ
た
思
想
あ
る
い
は
詩
想
の
根
本
は
感
情
の
上
に
構
築
さ
れ
て
初
め
て
生
き
生

き
と
す
る
も
の
だ
（
歬
朞
『
詩
的
意
義
』
に
述
べ
る
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
主
張
を
參

照
）」
と
の
記
述
が
あ
る（

（1
（

。
こ
こ
に
い
う
「
歬
回
〔
原
文
：
上
節
〕」
と
は
、
歬
號

に
揭
載
さ
れ
た
「
詩
的
意
義
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
兩
篇
が
同
じ

講
義
錄
の
歬
後
二
節
、
講
義
で
い
え
ば
二
回
分
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
と
い
え
る
。『
文
藝
論
集
』
で
は
、
こ
の
箇
所
は
「
上
篇
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
兩
篇
を
連
續
す
る
論
文
と
し
て
收
錄
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
修
正
で
あ
る

だ
ろ
う（

（1
（

。

そ
れ
で
は
、
郁
の
他
の
文
學
論
に
、「
第
一
部
」
に
相
當
す
る
記
述
は
存
在
す

る
の
だ
ろ
う
か
。

「
詩
的
意
義
」
の
後
に
發
表
さ
れ
た
文
學
論
の
う
ち
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
詩
の

定
義
に
つ
い
て
觸
れ
た
の
は
『
文
學
槪
說
』
第
二
章
「
藝
術
に
占
め
る
文
學
の
位

置
」
と
第
三
章
「
文
學
の
定
義
」
で
、
第
二
章
で
プ
ラ
ト
ン
に
、
第
三
章
で
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
と
デ
ィ
オ
ン
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
言
及
し
て
い
る
。
ほ
か
に
同

第
五
章
「
文
學
の
表
現
上
の
傾
向
」
で
、
古
典
主
義
の
特
色
を
具
え
た
文
學
の
例

と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
の
藝
術
品
を
擧
げ
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
生
活
と
精
神
性
を
紹
介
す

る
が
、
內
容
面
で
「
第
一
部
」
に
は
該
當
し
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
第
一
部
」
は
の
ち
に
『
文
學
槪
說
』
第
二
、
三
章
と
な
る

草
稿
を
指
し
、「
詩
的
意
義
」
な
ど
の
詩
論
は
そ
れ
に
續
く
も
の
と
し
て
書
か
れ

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
述
し
た
日
記
の
執
筆
計
畫
に
は
、
詩
論
の
構
想
は
な
い
。
他
の
分
野
の
論

は
、
論
文
發
表
後
に
加
筆
あ
る
い
は
書
き
下
ろ
し
で
單
行
本
化
さ
れ
た
の
に
對
し

て
、
詩
論
は
早
朞
に
發
表
さ
れ
な
が
ら
單
行
本
化
が
計
畫
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
詩
論
を
他
の
文
學
論
の
一
部
と
し
て
收
錄
す
る
構
想
が
あ
っ
た
た

め
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一
四
八

立
っ
て
い
た（

（2
（

。
漱
石
と
中
川
の
關
係
は
郁
を
含
む
學
生
の
閒
に
も
知
ら
れ
て
い
た

だ
ろ
う
。
郁
は
自
ら
の
講
演
錄
の
修
正
に
あ
た
り
、
漱
石
と
自
身
を
重
ね
合
わ
せ

て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
郁
は
八
高
在
學
中
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ

を
愛
讀
し
て
お
り
、
東
京
帝
大
に
進
學
後
、
漱
石
の
バ
ー
ン
ズ
論
を
讀
ん
で
い

た
可
能
性
が
高
い
。
西
洋
文
學
者
と
し
て
の
漱
石
は
、『
文
學
論
』
の
み
な
ら
ず
、

郁
の
西
洋
文
學
受
容
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う（

（2
（

。
詳

細
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
郁
の
文
學
論
執
筆
に
お
け
る
參
考
文
獻
の
受
容
と

深
く
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

郁
は
「
小
說
論
及
其
他
」
で
、
靑
年
作
家
に
小
說
の
技
巧
を
傳
え
る
こ
と
の
重

要
性
を
說
い
て
い
る（

（3
（

。
郁
は
、
自
身
の
文
學
論
が
文
壇
で
果
た
す
役
割
や
、
他
の

作
家
に
對
す
る
影
響
を
自
覺
し
て
い
た
。
た
と
え
經
濟
的
理
由
か
ら
引
き
受
け
、

他
人
の
論
に
依
據
し
た
內
容
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
ま
と
ま
っ
た
文
學
論
と
し
て

殘
す
際
に
は
、
自
身
の
目
が
行
き
屆
き
、
整
理
さ
れ
た
も
の
を
殘
そ
う
と
し
て
い

た
。
郁
は
構
想
か
ら
執
筆
、
改
訂
に
到
る
ま
で
、
自
身
の
文
學
觀
を
表
す
表
現
を

模
索
し
、
讀
者
を
想
定
し
、
い
わ
ば
自
分
の
作
品
と
し
て
の
文
學
論
を
完
成
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　
郁
の

學
論
と
橫
山
有
策

三
―
一
　
橫
山
有
策
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
郁
が
『
文
學
槪
說
』
の
參
考
文
獻
末
尾
に
擧
げ
た
橫
山
㊒
策
『
文

學
槪
論
』
と
郁
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
同
じ
參
考
文
獻
の
中
で
も
、
㊒
島

と
郁
の
關
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
繰
り
﨤
し
考
察
さ
れ
て
き
た
が
、
橫
山
に
つ
い

て
は
㊟
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
現
在
の
日
本
で
は
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
の
文
學
者
と
郁
の
關
係
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
郁
の
文
學
論
、
ひ
い

「
生
活
與
藝
術
」
に
は
、
ほ
か
に
も
字
句
の
細
か
な
異
同
が
見
ら
れ
、
標
點
符

號
の
用
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
語
や
句
、
節
の
レ
ベ
ル
で
修
正
・
補
足
を
行
っ
て
い

る
箇
所
が
數
多
く
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
初
出
で
「
㊒
的
喜
歡
選
擇
粗
雜
的
象
徵
，
㊒
的
喜
歡
選
擇
純
粹
的
。

何
以
後
一
派
人
非
要
選
擇
純
粹
的
象
徵
不
可
呢
？
」
と
し
た
部
分
は
、
單
行
本
で

は
「
㊒
的
喜
歡
選
擇
粗
雜
的
象
徵
，
㊒
的
非
要
選
擇
純
粹
的
象
徵
不
可
的
。
何
以

㊒
一
派
人
要
選
擇
純
粹
的
象
徵
呢
？
」
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
修
正
は
、
意
味
上
は
ほ
と
ん
ど
變
化
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

郁
は
文
章
を
全
面
的
に
推
敲
し
直
し
て
い
る
。
郁
は
單
行
本
化
に
あ
た
り
、
よ
り

自
分
の
意
に
沿
う
表
現
を
模
索
し
書
き
改
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
介
紹
一
個
文
學
的
公
式
」
の
例
は
さ
ら
に
顯
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
四
年
五

⺼
の
講
演
の
記
錄
で
、
二
五
年
九
⺼
一
〇
日
に
歬
篇
が
、
一
一
日
に
後
篇
が
發
表

さ
れ
た
。
後
篇
の
末
尾
に
は
「
參
看
夏
⺼
〔
マ
マ
〕
漱
石
氏
著
『
文
學
論
。』」
と

あ
り
、
同
篇
が
夏
目
漱
石
『
文
學
論
』（
一
九
〇
七
）
中
の
「
Ｆ
＋
ｆ
」
の
公
式
を

紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る（

（2
（

。
記
錄
者
は
「
湘
君
」、
講
演
の
地
點

は
『
文
藝
論
集
』
に
よ
れ
ば
「
ｗ
城
」
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
朙
で
あ
る（

（2
（

。

同
篇
は
『
文
藝
論
集
』
收
錄
時
、
極
め
て
多
く
の
修
正
が
施
さ
れ
た
。
同
書
中

で
は
わ
ず
か
九
頁
弱
の
短
い
論
文
だ
が
、
修
正
箇
所
は
歬
半
部
分
だ
け
で
も
百
三

十
箇
所
以
上
に
上
り
、
最
終
段
落
は
ほ
ぼ
す
べ
て
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
は
、「
湘
君
」
の
手
に
な
る
講
演
錄
を
再
錄
す
る
に
あ
た
り
、
口
頭
で
は
不

足
の
あ
っ
た
表
現
や
、
記
錄
に
不
滿
の
あ
る
部
分
を
よ
り
良
い
表
現
に
改
め
よ
う

と
す
る
意
志
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

郁
が
下
旉
き
と
し
た
漱
石
『
文
學
論
』
も
ま
た
、
學
生
で
あ
っ
た
中
川
芳
太
郞

に
よ
る
整
理
稿
を
漱
石
本
人
が
徹
底
的
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
中
川
は
郁
が

舊
制
第
八
高
等
學
校
在
學
中
、
英
語
と
ラ
テ
ン
語
の
敎
員
と
し
て
同
校
の
敎
壇
に



一
九
二
〇
年
代
中
朞
郁
逹
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學
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と
執
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一
四
九

を
參
照
し
た
の
は
、
單
に
そ
の
時
點
で
入
手
可
能
な
日
本
の
書
籍
に
基
づ
き
、
自

身
の
論
に
都
合
の
良
い
部
分
を
引
い
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
郁
は
文
學
論
を
構

想
す
る
以
歬
か
ら
、
同
じ
西
洋
ロ
マ
ン
主
義
的
文
學
觀
を
共
㊒
す
る
者
と
し
て
橫

山
を
受
容
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
―
二
　
橫
山
と
郁
の
藝
術
觀

橫
山
㊒
策
『
文
學
槪
論
』
は
六
章
か
ら
な
り
、
第
一
、
二
章
は
槪
論
、
第
三
〜

五
章
は
詩
、
第
六
章
は
劇
に
つ
い
て
論
じ
る
。
紙
幅
は
第
五
章
「
敍
事
詩
」
が
最

も
長
い
が
、
內
容
に
は
小
說
や
民
謠
が
含
ま
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
第
三
章
「
詩
の

リ
ズ
ム
」
と
第
四
章
「
抒
情
詩
」
に
お
け
る
西
洋
ロ
マ
ン
派
文
學
に
關
す
る
記
述

に
力
點
が
置
か
れ
て
い
る（

（3
（

。

橫
山
の
藝
術
觀
が
强
く
打
ち
出
さ
れ
る
の
は
第
一
章
「
人
生
と
藝
術
」
第

三
節
で
あ
る
。
橫
山
に
よ
れ
ば
、
人
閒
は
精
神
が
活
動
し
て
「
外
界
の
印
象

Im
pression

を
受
け
」、「
之
を
意
識Consciousness

に
提
供
す
る
」
時
、「
一

個
の
直
觀Intuition

を
構
成
す
る
」。
こ
れ
を
「
あ
る
媒
介
物
を
通
じ
て
表
現
す

る
」
時
に
生
ま
れ
る
「
一
個
の
新
し
い
世
界
」
が
藝
術
で
あ
る
。
そ
し
て
「
小
兒

が
『
あ
ゝ
虹
が
見
え
る
』
と
叫
ぶ
聲
は
根
本
義
に
於
て
既
に
藝
術
」
で
あ
り
、
こ

の
意
味
に
お
い
て
萬
人
は
み
な
詩
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
詩
人
の
吟
唱
に
至
る
に

は
表
現
の
完
成
が
必
要
で
あ
る
と
い
う（

（3
（

。

郁
『
文
學
槪
說
』
に
も
ほ
ぼ
同
じ
藝
術
觀
が
示
さ
れ
る
が
、
該
當
部
分
は
㊒
島

武
郞
『
生
活
と
文
學
』
を
編
譯
し
た
も
の
で
あ
る
。
㊒
島
に
よ
れ
ば
、
藝
術
と
は

表
現
で
あ
り
、
自
己
を
表
現
す
る
た
め
に
は
媒
介
物
が
必
要
で
あ
る
。
個
性
が
自

己
を
表
現
す
る
た
め
の
「
假
り
の
宿
り
」
が
「
象
徵
」
で
あ
り
、「
た
だ
一
聲
の

叫
び
聲
」、「
一
盃
の
⻝
」、「
一
大
事
業
」、「
一
つ
の
音
樂
」、「
一
つ
の
詩
」
と
し

て
自
己
が
表
現
さ
れ
、
象
徵
が
洗
練
さ
れ
る
ほ
ど
自
己
が
純
粹
に
表
現
さ
れ
る
と

て
は
郁
文
學
の
本
質
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

橫
山
㊒
策
（
一
八
八
二
〜
一
九
二
九
）
は
岡
山
縣
出
身
の
英
文
學
者
で
あ
る
。
早

稻
田
大
學
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
で
學
び
、
一
六
年
か
ら
坪
內
逍
遙
の
後
を
受
け
て

早
大
文
學
部
講
師
に
就
任
、
後
に
敎
授
と
し
て
英
文
科
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
著
書
の
ほ
か
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
は
じ
め
英
文
學
の
硏
究

書
、
飜
譯
書
が
多
數
あ
る（

（3
（

。

『
文
學
槪
論
』（
久
野
書
店
、
一
九
二
一
年
）
は
早
大
の
文
學
科
目
に
お
け
る
講
義

錄
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
三
年
に
第
一
〇
版
、
二
四
年
に
改
訂
增
補
一
一

版
（
早
稻
田
泰
文
社
）
が
出
て
お
り
、
敎
科
書
や
參
考
書
と
し
て
購
入
さ
れ
た
可

能
性
を
考
え
て
も
、
當
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

橫
山
は
二
三
年
、『
英
詩
文
硏
究
』
第
一
輯
『
シ
ェ
リ
ー
の
詩
と
詩
の
擁
護
』

を
早
稻
田
泰
文
社
か
ら
出
版
し
た
。
同
書
に
は
橫
山
の
論
文
「
シ
ェ
リ
ー
の
詩

論
」
お
よ
び
橫
山
譯
に
よ
る
シ
ェ
リ
ー
「
詩
の
擁
護
」
と
イ
ェ
イ
ツ
「
シ
ェ
リ
ー

の
詩
の
哲
學
」
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歬
年
は
英
ロ
マ
ン
派
詩
人
シ
ェ
リ
ー

の
沒
後
百
年
に
あ
た
り
、
日
本
の
シ
ェ
リ
ー
硏
究
の
成
果
が
一
擧
に
發
表
さ
れ
た

年
で
あ
っ
た
。
同
書
「
參
考
書
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
同
年
歬
後
の
シ
ェ
リ
ー

關
連
著
作
に
は
長
谷
川
巳
之
吉
編
『
詩
聖
』
シ
ェ
リ
ー
記
念
號
（
玄
文
社
詩
歌
部
、

二
二
年
七
⺼
）、
內
田
精
一
『
シ
ェ
リ
ー
の
面
影
』（
下
出
書
店
、
二
二
年
）、
東
京
帝

大
英
文
學
會
編
『
シ
ェ
リ
ー
硏
究
』（
二
三
年
二
⺼
）
が
あ
る
。『
詩
聖
』
シ
ェ
リ

ー
記
念
號
に
は
橫
山
の
論
文
「
シ
ェ
リ
ー
の
劇
『
チ
ェ
ン
チ
一
族
』」
も
揭
載
さ

れ
て
い
る
。

同
じ
二
三
年
、
郁
ら
創
造
社
の
同
人
も
ま
た
『
創
造
』
季
刊
で
シ
ェ
リ
ー
記
念

號
を
組
ん
だ
。
橫
山
と
郁
は
、
シ
ェ
リ
ー
と
い
う
詩
人
を
め
ぐ
る
共
通
の
文
學
空

閒
に
生
き
て
お
り
、
遲
く
と
も
二
三
年
の
時
點
で
す
で
に
、
橫
山
が
郁
の
視
野
に

入
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
郁
が
自
身
の
文
學
論
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
橫
山



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
五
〇

人
」
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、「
云
ふ
べ
き
何
者
も
な
く
て
只
修
辭
と
技
巧
の
末
に

誤
魔
化
し
仕
事
を
す
る
者
は
藝
術
の
敵
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
も
ま
た
郁
が
繰

り
﨤
し
强
調
す
る
藝
術
家
像
で
あ
る（

（3
（

。

橫
山
は
さ
ら
に
、
藝
術
に
永
久
性
を
與
え
る
も
の
は
作
者
の
個
性
で
あ
る
と
し

て
、「
僕
は
僕
の
見
た
う
ち
の
誰
の
よ
う
で
も
な
い
」
と
い
う
ル
ソ
ー
の
言
を
稱

贊
す
る（

（3
（

。
藝
術
家
の
個
性
の
尊
重
は
、
郁
が
「
藝
文
私
見
」
な
ど
の
初
朞
の
文
學

論
か
ら
一
貫
し
て
主
張
す
る
文
學
觀
で
あ
る（

（3
（

。

こ
の
よ
う
に
、
橫
山
の
藝
術
觀
は
ほ
ぼ
完
全
に
郁
と
一
致
し
て
い
る
が
、『
文

學
槪
說
』
に
お
け
る
郁
の
藝
術
觀
は
㊒
島
の
表
現
を
借
り
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

點
で
、
橫
山
と
㊒
島
の
藝
術
觀
も
ま
た
一
致
す
る
。
三
者
の
成
立
年
は
橫
山
が
最

も
早
く
、
次
い
で
㊒
島
、
郁
の
順
で
あ
る
。
㊒
島
の
文
學
論
に
は
參
考
文
獻
の
記

載
が
な
い
が
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
當
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
っ
た
橫
山
を
當

然
參
照
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

㊒
島
は
、
最
上
の
文
學
作
品
を
生
み
出
す
に
㊜
す
る
の
は
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る

と
す
る（

（4
（

。
一
方
、
郁
は
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
礎
と
し
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
新
し
さ

を
加
え
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
抒
情
性
を
も
っ
た
文
學
作
品
が
最
高
の
價
値

を
持
つ
と
述
べ
て
お
り
、
㊒
島
に
比
べ
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
傾
向
を
よ
り
强
く

示
す（

（4
（

。
郁
『
文
學
槪
說
』
は
多
く
の
部
分
を
㊒
島
に
據
っ
て
い
る
が
、
郁
の
文
學

論
全
體
を
調
査
す
る
と
、
橫
山
を
編
譯
し
た
箇
所
の
方
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
節
で
詳
し
く
見
て
い
く
。

三
―
三
　「
詩
論
」『
戲
劇
論
』
の
構
成
に
お
け
る
橫
山
の
影
響

先
述
の
通
り
、
橫
山
の
名
は
『
文
學
槪
說
』
の
參
考
文
獻
に
し
か
現
れ
な
い
が
、

影
響
は
郁
の
他
の
文
學
論
に
も
及
ん
で
い
る
。
本
節
で
は
論
の
構
成
に
お
け
る
影

響
を
見
る
。

い
う（

（3
（

。
三
者
の
影
響
關
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
橫
山
の
藝
術

觀
は
㊒
島
と
も
共
㊒
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

橫
山
の
名
は
郁
『
文
學
槪
說
』
の
參
考
文
獻
に
し
か
擧
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

藝
術
觀
は
郁
の
他
の
文
學
論
と
も
一
致
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
橫
山
は
、
藝
術
に
よ
っ
て
沒
我
の
境
地
が
刺
激
さ
れ
「
己
を
忘
れ
て
」

普
遍
的
な
「
最
も
廣
い
生
の
味
ひ
と
調
和
す
る
」
こ
と
が
「
藝
術
三
昧
の
妙
境
」

で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
藝
術
觀
は
郁
の
詩
論
に
も
見
ら
れ
る
。
郁
は
、
純
粹
に
內

心
か
ら
の
叫
び
を
發
す
る
時
、
人
閒
は
沒
我
の
境
地
に
至
っ
て
大
自
然
と
一
體
化

す
る
、「
こ
れ
こ
そ
が
詩
の
三
昧
境
で
あ
る
」
と
書
く（

（3
（

。

ま
た
橫
山
は
、
表
現
さ
れ
た
感
情
が
藝
術
作
品
と
な
る
た
め
に
必
要
な
要
素
の

第
一
に
「
生
命
の
躍
動
」
す
な
わ
ち
リ
ズ
ム
を
擧
げ
、
特
に
章
を
分
け
て
詳
細
に

論
じ
て
い
る
。
郁
の
詩
論
に
お
け
る
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
橫
山
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
。　

　
橫
山
：
天
地
閒
の
諸
現
象
、
人
事
の
百
般
、
一
つ
と
し
て
リ
ズ
ム
に
由
ら
ぬ
も

の
は
な
い
。
波
の
音
、
風
の
聲
、
闇
に
行
く
人
の
足
音
、
舟
を
や
る
艫
の
き
し
り
、

博
脉
、
呼
吸
、
皆
韻
律
が
あ
る
。

郁
：
天
地
閒
的
現
象
，
凢
是
美
的
生
動
的
事
物
，
若
不
多
是
沒
㊒
一
件
，
不
受

這
旋
律Rhythm

的
支
配
的
。
風
聲
雨
聲
。
日
⺼
的
巡
環
，
四
季
的
代
序
，
行

人
的
腳
步
，
艫
棹
的
咿
呀
，
以
及
我
們
的
呼
吸
脉
動
，〔
中
略
〕
都
是
一
種
或
長

或
短
的
旋
律
運
動（

（3
（

。

理
想
の
藝
術
家
に
つ
い
て
、
橫
山
は
「
直
觀
の
稀
な
複
雜
な
狀
態
を
い
み
じ
く

表
現
し
得
」、
自
分
と
藝
術
に
對
し
誠
實
で
、「
赤
裸
々
な
る
自
己
を
表
現
し
得
る



一
九
二
〇
年
代
中
朞
郁
逹
夫
に
お
け
る
文
學
論
の
構
想
と
執
筆

一
五
一

れ
て
い
る
が
、
實
際
に
は
槪
論
に
あ
た
る
第
一
、
二
章
は
橫
山
、
演
劇
史
に
あ
た

る
第
三
章
以
下
は
楠
山
と
ほ
ぼ
全
面
的
に
一
致
す
る
。

楠
山
正
雄
（
一
八
八
四
〜
一
九
五
〇
）
が
劇
作
家
・
演
劇
評
論
家
と
し
て
活
躍
し

た
の
は
郁
の
留
學
時
代
で
あ
る
。『
戲
劇
論
』
執
筆
當
時
、
楠
山
は
演
劇
界
か
ら

離
れ
、
兒
童
文
學
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
郁
は
留
學
時
代
の
讀
書
經
驗
を

も
と
に
楠
山
を
引
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

橫
山
第
六
章
は
十
二
節
か
ら
な
り
、
第
一
節
の
演
劇
の
定
義
を
除
く
第
二
〜
四

節
は
郁
の
第
一
章
「
戲
劇
之
一
般
槪
念
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
內
容
は
演
劇
の
特

徵
、
劇
の
構
造
、
悲
劇
と
喜
劇
の
區
分
と
特
徵
で
あ
る
。

郁
の
第
二
章
「
戲
劇
發
展
的
徑
路
」
は
橫
山
第
五
、
七
〜
十
節
と
一
致
す
る
。

內
容
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
發
生
か
ら
モ
リ
エ
ー
ル
沒
後
ま
で
の
歐
州
演
劇
史
で

あ
る
。
橫
山
第
六
、
十
一
、
十
二
節
は
日
本
の
傳
統
演
劇
に
關
す
る
內
容
で
、
郁

に
は
對
應
す
る
部
分
は
な
い
。

『
戲
劇
論
』
第
三
〜
六
章
は
、
楠
山
第
一
〜
三
講
に
對
應
し
、
章
節
の
タ
イ
ト

ル
も
一
致
す
る
。
內
容
は
、
近
代
劇
の
發
生
、
展
開
、
技
巧
で
あ
る（

（4
（

。
こ
の
よ
う

に
、
郁
は
槪
論
と
歬
近
代
演
劇
史
を
橫
山
に
、
近
代
劇
の
特
徵
を
楠
山
に
據
っ
て

お
り
、『
戲
劇
論
』
は
『
文
學
槪
說
』
や
「
詩
論
」
に
比
べ
、
よ
り
全
面
的
に
橫

山
を
踏
ま
え
た
も
の
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
郁
の
文
學
論
に
は
獨
自
の
工
夫
の
跡
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
郁
は

「
詩
論
」
に
お
い
て
橫
山
と
同
じ
技
法
を
紹
介
す
る
が
、
引
用
す
る
詩
は
橫
山
と

は
全
て
異
な
る（

（4
（

。
こ
れ
は
郁
の
讀
書
範
圍
の
廣
さ
と
偏
愛
を
示
す
と
共
に
、
文
學

論
執
筆
に
お
け
る
郁
の
意
欲
や
こ
だ
わ
り
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

『
戲
劇
論
』
で
は
い
ず
れ
の
章
に
も
郁
獨
自
の
例
が
加
わ
り
、
要
點
が
整
理
、

補
足
さ
れ
、
郁
な
り
の
理
解
に
基
づ
い
た
論
の
再
構
成
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
劇

作
家
の
生
年
の
記
載
に
橫
山
と
の
⻝
い
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
文
獻
も
參

「
詩
論
」
は
第
一
章
「
詩
的
意
義
」
の
三
分
の
一
以
上
、
お
よ
び
第
三
章
「
詩

的
外
形
」
の
う
ち
、
詩
の
引
用
を
除
く
約
六
分
の
一
を
橫
山
に
依
據
し
て
い
る
。

內
容
で
見
る
と
、「
詩
的
意
義
」
で
詩
の
定
義
お
よ
び
リ
ズ
ム
を
論
じ
た
部
分
は

橫
山
第
三
章
「
詩
と
リ
ズ
ム
」
第
一
節
「
文
學
の
分
類
」
に
對
應
し
、
詩
の
起
源

を
論
じ
た
部
分
は
同
第
二
節
に
對
應
す
る
。
こ
れ
ら
は
「
詩
論
」
の
論
理
的
支
柱

と
な
る
部
分
で
あ
り
、
構
成
上
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

郁
の
第
二
章
「
詩
的
內
容
」
で
橫
山
と
一
致
す
る
の
は
舊
詩
一
首
お
よ
び
冐
頭

の
「
詩
の
內
容
と
形
式
は
、
ち
ょ
う
ど
靈
魂
と
肉
體
の
よ
う
に
分
か
つ
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
記
述
に
と
ど
ま
る
が
、
第
一
章
と
同
樣
、
こ
れ
は
論
理

的
導
入
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る（

（4
（

。

「
詩
的
內
容
」
と
「
詩
的
外
形
」
で
は
、
詩
の
技
法
の
說
朙
に
あ
た
り
中
國
の

舊
詩
や
西
洋
近
代
詩
が
數
多
く
引
用
さ
れ
る
が
、
紹
介
さ
れ
る
技
法
と
論
の
展
開

は
橫
山
と
一
致
す
る
。
論
の
構
成
に
お
い
て
も
、
郁
は
橫
山
を
參
照
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

郁
が
よ
り
廣
範
圍
に
橫
山
に
依
據
し
た
の
は
『
戲
劇
論
』
で
あ
る
。

郁
が
發
表
し
た
戲
曲
は
、歬
朞
創
造
社
時
代
の
「
孤
獨
的
悲
哀
」（『
創
造
』
季
刊
、

第
一
卷
第
三
號
、
二
二
年
一
一
⺼
）
一
作
の
み
で
、
小
說
を
中
心
と
し
た
郁
の
創
作

歷
か
ら
見
る
と
、『
戲
劇
論
』
の
發
表
に
は
や
や
違
和
感
が
あ
る
が
、
戲
曲
は
郁

の
視
野
の
外
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
郁
の
興
味
は
多
く
の
藝
術
表
現
に
對
し

て
示
さ
れ
て
い
た
。
日
記
に
は
、
中
山
大
學
時
代
に
米
劇
作
家
オ
ニ
ー
ル
の
戲
曲

集
に
感
銘
を
受
け
、
讀
後
直
ち
に
飜
譯
に
か
か
り
、
演
劇
や
映
畫
に
も
關
心
を
持

ち
頻
繁
に
鑑
賞
し
た
記
錄
が
あ
る（

（4
（

。

『
戲
劇
論
』
は
六
章
か
ら
な
り
、
參
考
文
獻
に
坪
內
逍
遙
『
劇
と
文
學
』（
冨

山
房
、
一
一
年
）、
楠
山
正
雄
『
近
代
劇
十
二
講
』（
新
潮
社
、
二
二
年
）、Richard 
Burton(ed.), The Contem

porary D
ram

a Series

（
詳
細
不
朙
）
が
擧
げ
ら
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文
學
の
分
類
に
關
す
る
記
述
で
あ
る
。
郁
は
英
文
學
者
モ
ー
ル
ト
ン
の
見
解
を
引

く
と
し
て
、
次
の
表
を
示
す
（
以
下
「
表
ａ
」）。

　
　

文
學　

創
造
文
學
…
…
純
文
學
（
詩
）

　
　
　
　
　

記
述
文
學
…
…
科
學

さ
ら
に
次
の
表
で
「
純
文
學
」
を
細
分
化
す
る
（
以
下
「
表
ｂ
」）。

　
　
　
　
　

重
在
言
語
的
音
調
者
…
…
抒
情
詩　

詩
（ode sonnet

）

　

純
文
學　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
謠

　
　
　
　
　

重
在
言
語
的
意
義
者
…
…
敍
事
詩　

小
說

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

短
篇
小
說
（rom

ance

） 

郁
は
モ
ー
ル
ト
ン
（R.G

.M
oulton

）
のM

odern Study of Literature

を
參
考
文
獻
に
擧
げ
て
お
り
、
同
書
中
に
類
似
の
表
は
確
か
に
存
在
す
る
が
、
形

態
は
郁
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
モ
ー
ル
ト
ン
は
「
詩
＝
創
造
的
文
學
」
と
し

て
い
る
が
、「
純
文
學
」「
記
述
文
學
」「
科
學
」
の
表
記
は
な
い
。
さ
ら
に
、
郁

の
表
ｂ
に
は
「
詩
」
や
「
短
篇
小
說
」
に
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
ド
と
ソ
ネ
ッ
ト
、
ロ
マ

ン
ス
が
付
記
さ
れ
る
が
、
モ
ー
ル
ト
ン
の
表
に
は
同
樣
の
記
述
は
な
い（

（5
（

。

實
は
、
郁
の
表
ａ
と
同
じ
表
は
橫
山
に
見
え
る
。
こ
こ
で
橫
山
は
「
文
學
」
を

「
創
造
文
學
（
純
文
學
）」
と
「
記
述
文
學
（
科
學
）」
に
分
け
る
。
形
式
と
內
容

か
ら
見
て
、
橫
山
も
ま
た
モ
ー
ル
ト
ン
を
參
照
し
て
自
身
の
表
を
作
成
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
郁
は
兩
者
を
讀
ん
だ
上
で
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
モ
ー
ル
ト
ン
を
整

理
し
た
橫
山
の
表
を
引
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（5
（

。

橫
山
に
は
さ
ら
に
、
表
ｂ
に
對
應
す
る
以
下
の
表
が
見
え
る
。

照
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（4
（

。
こ
れ
は
楠
山
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
に
、
郁
の
文
學
論
は
橫
山
を
は
じ
め
他
人
の
論
に
大
幅
に
依
據
し

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
そ
こ
に
は
郁
自
身
の
文
學
的
知
識
と
獨

自
性
も
示
さ
れ
て
い
る
。
次
節
以
下
で
は
、
郁
に
お
け
る
受
容
の
相
違
を
追
究
し
、

郁
の
文
學
觀
の
特
徵
を
朙
ら
か
に
す
る
。

三
―
四
　『

學
概
說
』
に
お
け
る
モ
ー
ル
ト
ン
と
橫
山
の
引
用

『
文
學
槪
說
』
全
六
章
の
う
ち
第
一
、
四
、
五
章
、
第
二
章
冐
頭
・
中
盤
の
論

說
と
末
尾
の
圖
表
、
第
六
章
歬
半
は
、
㊒
島
を
全
面
的
に
編
譯
し
た
も
の
で
あ
る
。

殘
り
の
第
二
章
の
一
部
、
第
三
章
お
よ
び
第
六
章
後
半
の
う
ち
、
橫
山
と
共
通
す

る
部
分
は
複
數
存
在
す
る
が
、
後
述
す
る
第
六
章
を
除
き
直
接
の
影
響
關
係
は
薄

い
。例

え
ば
藝
術
の
分
類
に
關
し
て
、
兩
者
は
と
も
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
分
類
法
を
紹
介

す
る
が
、
郁
が
詳
細
な
表
を
用
い
る
の
に
對
し
て
、
橫
山
は
箇
條
書
き
で
說
朙
を

加
え
る（

（4
（

。

文
學
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
西
洋
の
文
學
者
の
定
義
を
列
擧
す
る
方
法

を
取
る
が
、
こ
れ
は
兩
者
に
限
定
さ
れ
る
手
法
で
は
な
く
、
同
時
代
中
國
の
文
學

論
に
多
く
見
ら
れ
る
敍
述
の
特
徵
で
あ
る（

（4
（

。

兩
者
は
ほ
か
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
論
』
に
お
け
る
藝
術
の
自
然
模
倣
說

の
紹
介
と
そ
の
否
定
、
英
評
論
家
ト
マ
ス
・
ド
・
ク
イ
ン
シ
ー
に
よ
る
英
詩
人
ポ

ー
プ
の
批
評
お
よ
び
「
知
の
文
學
と
力
の
文
學
」
と
い
う
分
類
の
紹
介
な
ど
の
點

で
一
致
す
る
が
、
い
ず
れ
も
當
時
㊟
目
さ
れ
て
い
た
文
學
者
の
說
を
紹
介
し
た
と

も
考
え
ら
れ
、
橫
山
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
は
斷
定
で
き
な
い（

（5
（

。

郁
が
よ
り
直
接
的
に
橫
山
を
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
第
六
章
後
半
の



一
九
二
〇
年
代
中
朞
郁
逹
夫
に
お
け
る
文
學
論
の
構
想
と
執
筆

一
五
三

　
　
　
　
　
　

物
語
（
言
語
）
を　
　
　
　
　

小
說
、
ロ
マ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　

主
と
す
る
も
の
―
敍
事
詩	

短
篇
小
說

―
創
造
文
學　

反
省
（
音
樂
）
を　
　
　
　

	

和
歌
、
俳
句
、
詩
、
オ
ー
ド

　
　
（
詩
）	

主
と
す
る
も
の
―
抒
情
詩	

ソ
ネ
ッ
ト
、
民
謠

　
　
　
　
　
　

演
出
（
動
作
）
を　
　
　
　

	

能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
、
古
典

　
　
　
　
　
　
　

主
と
す
る
も
の
―　

劇　

	

浪
曼
、
近
代
劇
、
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト　
　
　
　
　
　

　

―
記
述
文
學

歷
史
、
哲
學
、
批
評

　

（
科
學
）

「
創
造
文
學
（
詩
）」
の
う
ち
歬
二
者
は
郁
の
表
ｂ
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
郁

が
表
ｂ
に
つ
い
て
「
ほ
か
に
動
作
を
主
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
表
現
の
目
的

に
逹
す
る
も
の
は
演
劇
で
あ
る
」
と
補
足
し
、
純
文
學
に
對
置
す
る
も
の
と
し
て

「
記
述
文
學
」
を
擧
げ
、「
歷
史
、
哲
學
、
批
評
の
類
」
を
そ
こ
に
分
類
し
て
い
る

點
も
橫
山
と
同
じ
で
あ
る（

（5
（

。
郁
は
、
モ
ー
ル
ト
ン
か
ら
引
い
た
よ
う
に
書
き
つ
つ
、

實
際
は
橫
山
か
ら
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

三
―
五
　
郁
の

學
論
に
お
け
る
橫
山
の
影
響
が
示
す
も
の

先
述
の
よ
う
に
、
郁
の
文
學
論
に
は
橫
山
か
ら
引
い
た
箇
所
が
極
め
て
多
く
見

ら
れ
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
橫
山
の
名
は
た
だ
『
文
學
槪
說
』
の
參
考
文
獻
末
尾
に

擧
げ
ら
れ
た
の
み
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
橫
山
の
影
響
は
さ
ほ
ど
存
在
し
な
い
か

の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
㊒
島
に
對
し
て
は
、
そ
の
飜
譯
で
あ
る
こ
と
を
表
朙
し
、

本
文
中
で
も
そ
の
說
を
取
る
こ
と
を
朙
言
し
て
お
り
、
郁
の
兩
者
に
對
す
る
扱
い

は
大
き
く
異
な
る
。
同
じ
文
學
觀
を
共
㊒
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
差

は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

郁
は
『
藝
文
私
見
』
で
、
文
藝
は
天
才
の
創
造
物
で
あ
る
と
書
い
た
。
郁
に
と

っ
て
、
優
れ
た
作
家
は
至
上
の
價
値
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
考
え
は
、『
文
學
槪

說
』
第
一
章
に
お
け
る
藝
術
家
禮
讚
に
引
き
繼
が
れ
て
い
る
。
一
方
、
批
評
家
に

つ
い
て
は
、
藝
術
家
の
才
能
を
世
閒
に
紹
介
す
る
者
と
し
て
、
藝
術
家
に
次
ぐ
價

値
が
與
え
ら
れ
て
い
る
。『
藝
文
私
見
』
で
は
、
天
才
を
見
出
し
て
紹
介
す
る
こ

と
が
批
評
家
の
務
め
で
あ
る
と
さ
れ
、
眞
の
批
評
家
と
し
て
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ

ル
ド
や
カ
ー
ラ
イ
ル
ら
の
名
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。

郁
が
本
文
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
㊒
島
を
除
き
い
ず
れ
も
西
洋
の
批
評
家
で
あ

り
、
留
學
中
に
數
多
く
讀
ん
だ
は
ず
の
日
本
の
批
評
家
は
入
っ
て
い
な
い
。
郁
は

作
家
で
あ
る
㊒
島
を
「
藝
術
家
」
と
し
て
高
く
評
價
す
る
一
方
、
橫
山
は
「
眞
の

批
評
家
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

橫
山
も
ま
た
米
國
留
學
の
經
驗
を
持
つ
文
學
者
で
あ
り
、
西
洋
ロ
マ
ン
派
詩
人

に
關
す
る
複
數
の
論
著
が
あ
る
。
郁
は
外
國
文
學
を
讀
み
漁
っ
た
留
學
時
代
、
橫

山
の
活
躍
を
目
の
當
た
り
に
し
た
は
ず
で
あ
る（

（5
（

。
郁
に
と
っ
て
橫
山
が
他
の
文
學

者
と
區
別
さ
れ
た
主
な
要
因
は
、
橫
山
が
終
生
、
大
學
敎
員
で
あ
り
、
創
作
者
で

は
な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

橫
山
は
一
六
年
か
ら
早
稻
田
大
學
の
敎
壇
に
立
ち
、
二
九
年
に
亡
く
な
る
ま
で

敎
育
に
從
事
し
た
。
同
僚
で
親
友
で
も
あ
っ
た
歌
人
・
書
家
、
會
津
八
一
の
失
職

に
際
し
て
は
、「
然
る
べ
き
所
を
得
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
說
き
、
英
文
學
の
硏

鑽
を
積
み
早
大
の
英
文
學
敎
員
に
な
る
こ
と
を
繰
り
﨤
し
勸
め
た（

（5
（

。
橫
山
は
英
文

學
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
敎
育
者
で
あ
っ
た
。

一
方
、
郁
は
敎
員
生
活
と
は
相
容
れ
な
い
氣
質
を
持
っ
て
い
た
。
多
く
の
學
校

で
敎
鞭
を
と
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
長
く
續
か
ず
、
し
ば
し
ば
敎
員
生
活
の
苦

痛
を
書
き
殘
し
て
い
る（

（5
（

。
郁
に
と
っ
て
敎
員
に
な
る
こ
と
は
單
に
生
計
を
立
て
る
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た
め
の
手
段
に
過
ぎ
ず
、
心
身
と
も
に
埋
沒
し
、
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
る
仕
事
で
は

な
か
っ
た
。
郁
は
終
生
、
自
ら
を
作
家
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
公
式
」
の
修
正
に
あ
た
り
、
郁
が
漱
石
と
自
身
を
重
ね
て
い
た
可
能
性
に
つ

い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
郁
は
文
學
論
の
執
筆
に
お
い
て
、
自
己
同
一
化
し
よ
う

と
す
る
對
象
を
歬
面
に
押
し
出
し
、
讀
者
に
對
し
て
、
對
象
と
同
一
化
し
た
自
己

イ
メ
ー
ジ
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
西
洋

ロ
マ
ン
主
義
的
文
學
觀
を
持
つ
作
家
と
し
て
の
自
畫
像
で
あ
る
。　
　
　
　

郁
が
文
中
に
擧
げ
た
文
學
者
た
ち
は
、
そ
の
自
畫
像
を
支
え
る
存
在
と
し
て
郁

に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

郁
の
創
作
に
お
け
る
敍
事
に
は
、
中
國
の
傳
統
詩
人
や
西
洋
ロ
マ
ン
主
義
作
家

と
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る
特
徵
が
あ
る（

（5
（

。
郁
は
文
學
論
に
お
い
て
も
、「
西
洋
近

代
文
學
の
洗
禮
を
受
け
た
作
家
と
し
て
文
學
を
語
る
自
畫
像
」
を
示
そ
う
と
し
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
自
畫
像
を
支
え
る
も
の
は
、
先
述
し
た
㊒
島

や
漱
石
と
い
っ
た
歐
米
留
學
經
驗
の
あ
る
作
家
た
ち
の
影
で
あ
り
、
名
だ
た
る
歐

米
の
詩
人
、
哲
學
者
、
批
評
家
の
影
で
あ
る
。
郁
は
無
意
識
的
に
せ
よ
、
彼
ら
と

自
己
同
一
化
を
は
か
り
、
自
ら
も
そ
の
よ
う
な
作
家
・
批
評
家
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
。
文
學
論
に
お
け
る
㊒
島
と
橫
山
の
格
差
は
、
郁
の
こ

う
し
た
自
己
認
識
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
モ
ー
ル
ト
ン
と
橫
山
に
對
す
る
扱
い
の
差
に
は
、
郁
の
西
洋
偏
重
の

傾
向
が
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
中
國
人
留
學
生
が
近
代
西
洋
の
知
識
の

取
得
を
目
指
し
て
日
本
へ
向
か
っ
た
こ
と
と
無
緣
で
は
な
く
、
ま
た
郁
が
留
學
し

た
當
時
の
日
本
文
學
が
、
西
洋
近
代
文
學
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
た
こ
と
に

も
由
來
す
る
だ
ろ
う（

（5
（

。
郁
は
西
洋
の
文
學
者
で
あ
る
モ
ー
ル
ト
ン
の
影
響
は
認
め

て
も
、
日
本
の
硏
究
者
で
あ
る
橫
山
の
影
響
は
積
極
的
に
認
め
て
い
な
い
。
郁
に

と
っ
て
橫
山
は
、
西
洋
ロ
マ
ン
主
義
文
學
を
吸
收
し
傳
逹
す
る
た
め
の
媒
介
で
は

あ
っ
て
も
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
假
託
す
る
對
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
郁
に

お
い
て
は
、
同
じ
文
學
に
關
わ
る
者
で
あ
っ
て
も
、
文
學
と
の
關
係
性
に
基
づ
く

比
較
的
朙
確
な
區
別
が
存
在
し
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
構
成
し
て
い
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
文
學
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
郁
の
外
國
文
學
受
容
の
本
質
に
關

わ
り
、
郁
文
學
を
考
え
る
上
で
重
要
な
鍵
に
な
る
と
考
え
る
。

四
　
小
結

本
稿
で
は
、
郁
の
二
〇
年
代
中
朞
に
お
け
る
文
學
論
を
對
象
に
、
郁
が
文
學
論

ブ
ー
ム
の
初
朞
に
お
い
て
、
强
い
意
欲
を
持
っ
て
構
想
と
執
筆
に
あ
た
り
、
多
く

の
參
考
文
獻
に
依
據
し
つ
つ
、
獨
自
性
を
も
っ
た
文
學
論
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
參
考
文
獻
の
受
容
の
格
差
に
は
、
西
洋
ロ
マ
ン
主
義
文

學
の
創
作
者
を
至
上
と
す
る
郁
の
文
學
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
、「
西
洋
文
學
の
洗

禮
を
受
け
た
作
家
」
と
し
て
の
自
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

『
文
學
槪
說
』
は
二
七
年
八
⺼
の
刊
で
あ
り
、
同
年
は
郁
が
二
四
年
以
降
の
文

學
的
彷
徨
を
經
て
、
急
進
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
學
論
を
發
表
し
始
め
た
年
で
も

あ
る
。
だ
が
そ
の
時
朞
に
あ
っ
て
も
、
郁
は
西
洋
ロ
マ
ン
主
義
文
學
を
理
想
と
す

る
文
學
觀
を
保
持
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
自
畫
像
を
抱
い
て
い
た
。
二
七
年
は
郁
の

創
作
人
生
に
お
い
て
、
ロ
マ
ン
主
義
文
學
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
學
の
兩
極
で
搖
れ

動
く
、
大
き
な
模
索
の
時
朞
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

郁
は
そ
の
後
、
飜
譯
を
中
心
に
活
動
し
た
時
朞
を
經
て
、
再
び
小
說
創
作
を
始

め
る
。
二
〇
年
代
中
朞
の
文
學
論
で
表
出
さ
れ
た
文
學
觀
と
自
己
イ
メ
ー
ジ
は
、

後
朞
の
飜
譯
と
創
作
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
、
ま
た
變
化
し
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
も
引
き
續
き
、
郁
の
「
作
風
轉
換
」
の
實
態
を
追
究
し
て

い
き
た
い
。



一
九
二
〇
年
代
中
朞
郁
逹
夫
に
お
け
る
文
學
論
の
構
想
と
執
筆

一
五
五

㊟
（
１
）　

平
井
博
「
郁
逹
夫
―
そ
の
文
學
的
模
索
」（
上
）『
無
名
』
第
三
號
、
一
九
八
三

年
一
⺼
；
鈴
木
正
夫
『
郁
逹
夫
―
悲
劇
の
時
代
作
家
―
』
第
一
、
二
章
、
硏
文
出
版
、

一
九
九
四
年
。

（
２
）　

鈴
木
正
夫
『
郁
逹
夫
―
悲
劇
の
時
代
作
家
―
』
同
㊟
（
１
）
；
同
「
郁
逹
夫
と
木

村
毅
著
『
小
說
硏
究
十
六
講
』」『
野
草
』
第
二
七
號
、
一
九
八
一
年
四
⺼
な
ど
。

（
３
）　
『
文
化
生
活
硏
究
』
第
一
卷
第
一
號
（
一
九
二
〇
年
五
⺼
十
日
）
〜
第
十
二
號
（
二

一
年
四
⺼
十
日
）
に
連
載
、
二
四
年
に
文
化
生
活
硏
究
會
か
ら
刊
行
。

（
４
）　

劉
立
善
『
日
本
白
樺
派
與
中
國
作
家
』
遼
寧
大
學
出
版
社
、
一
九
九
五
年
；
大
東

和
重
『
郁
逹
夫
と
大
正
文
學
―
〈
自
己
表
現
〉
か
ら
〈
自
己
實
現
〉
の
時
代
へ
』
東

京
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
二
年
；
拙
稿
「
郁
逹
夫
『
文
學
槪
說
』
に
つ
い
て
―
㊒
島

武
郞
『
生
活
と
文
學
』
と
の
比
較
を
中
心
に
」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
六
三
輯
、

二
〇
一
七
年
二
⺼
。

（
５
）　

揭
載
誌
・
出
版
社
は
以
下
の
通
り
。
①
『
晨
報
副
鐫
』「
藝
林
旬
刊
」
第
一
五
號

／
『
晨
報
副
刊
』
第
一
二
六
九
號
②
『
晨
報
副
鐫
』
五
三
號
／
同
五
六
號
③
『
晨
報

副
鐫
』「
藝
林
旬
刊
」
第
一
號
④
同
第
五
號
⑤
同
第
六
號
⑥
『
藝
林
半
⺼
刊
』
第
一

九
朞
⒜
光
華
書
局
⒝
上
海
・
商
務
印
書
館
⒞
上
海
・
商
務
印
書
館
⒟
『
逹
夫
全
集
』

第
五
卷
、
現
代
書
局
。
他
に
「
歷
史
小
說
論
」（『
創
造
⺼
刊
』
第
一
卷
第
二
朞
、
二

六
年
四
⺼
一
六
日
）
と
『
小
說
論
』（
光
華
書
局
、
二
六
年
一
⺼
）
が
あ
る
が
、
本

稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

　
　
　

テ
キ
ス
ト
は
①
、
②
、
④
、
⑤
、
⒜
は
初
版
ま
た
は
影
印
本
、
⒝
は
一
九
三
〇
年

版
、
⒞
は
一
九
三
三
年
三
⺼
國
難
後
第
一
版
、
⒟
は
二
八
年
一
〇
⺼
再
版
を
使
用
し

た
。
③
の
初
出
は
影
印
本
未
收
錄
の
た
め
、
藝
林
社
編
『
文
學
論
集
』（
亞
細
亞
書
局
、

二
九
年
）
を
使
用
し
た
。
同
書
收
錄
の
「
詩
論
」
お
よ
び
①
を
調
査
し
た
結
果
、
誤

植
の
修
正
を
除
い
て
字
句
の
異
同
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
③
も
同
樣
と
考
え
る
。

（
６
）　

北
京
圖
書
館
編
『
民
國
時
朞
總
書
目
（
一
九
一
一
〜
一
九
四
九
）
文
學
理
論
・
世

界
文
學
・
中
國
文
學
』（
上
）
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
九
二
年
；
大
橋
義
武
「
中

國
新
文
學
と
「
小
說
」
槪
念
」『
埼
玉
大
學
紀
要
（
敎
養
學
部
）』
第
五
一
卷
第
二
號
、

二
〇
一
六
年
三
⺼
。

（
７
）　

例
え
ば
本
閒
久
雄
『
新
文
學
槪
論
』
汪
馥
泉
譯
は
二
五
年
五
⺼
上
海
書
店
出
版
、

七
⺼
再
版
、
三
〇
年
四
⺼
東
亞
圖
書
館
出
版
、
三
一
年
四
⺼
再
版
。
同
書
章
錫
琛
譯

は
二
五
年
八
⺼
上
海
・
商
務
印
書
館
出
版
、
二
八
年
九
⺼
第
四
版
。
厨
川
白
村
『
苦

悶
の
象
徵
』
魯
迅
譯
は
二
四
年
一
二
⺼
、
豐
子
愷
譯
は
二
五
年
三
⺼
出
版
。
郁
は

「
生
活
與
藝
術
」
の
參
考
文
獻
に
魯
迅
譯
を
擧
げ
た
。

（
８
）　
『
民
國
時
朞
總
書
目
』（
同
㊟
（
６
））
の
分
類
に
基
づ
き
、
國
內
書
・
飜
譯
書

を
分
け
ず
、「
文
學
槪
論
」
專
著
を
數
え
た
。
論
文
、
別
集
、
文
學
常
識
・
問
答
集
、

專
論
は
含
ま
な
い
。

（
9
）　

例
え
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
學
』
傅
東
華
譯
、
上
海
・
商
務
印
書
館
、
二
六

年
一
⺼
；
㊒
島
武
郞
『
生
活
與
文
學
』
張
我
軍
譯
、
北
新
書
局
、
二
九
年
六
⺼
；
夏

目
漱
石
『
文
學
論
』
同
譯
、
神
州
國
光
社
、
三
一
年
一
一
⺼
；
小
泉
八
雲
『
文
學
入

門
』
楊
開
渠
譯
、
現
代
書
局
、
三
〇
年
一
一
⺼
（
三
一
年
十
二
⺼
『
文
學
十
講
』
と

改
題
出
版
、
三
三
年
五
⺼
再
版
）
；
同
『
文
學
講
義
』
惟
夫
編
譯
、
聯
華
書
店
、
三

一
年
四
⺼
。

（
10
）　

郁
雲
『
郁
逹
夫
傳
』
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
第
七
五
頁
。

（
11
）　
「
這
一
篇
生
活
與
藝
術
，
是
到
武
昌
後
編
譯
的
第
一
篇
稿
子
。
預
備
做
近
來
打
算

編
的
文
學
槪
論
的
緖
言
的
。」

（
12
）　
「
因
爲
這
一
次
匆
促
南
行
，
帶
的
書
不
多
，
所
以
不
能
舉
出
實
例
」

　
　
　

書
き
下
ろ
し
の
『
小
說
論
』
も
四
日
閒
で
書
き
上
げ
た
と
い
う
。「
小
說
論
及
其

他
」『
洪
水
』
第
二
卷
第
一
三
朞
、
一
九
二
六
年
三
⺼
。

（
13
）　

郁
逹
夫
「
村
居
日
記
」『
郁
逹
夫
全
集
』
第
五
卷
、
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
五
六

七
年
、
第
七
一
〜
二
頁
。

（
14
）　
『
文
學
槪
說
』
と
郁
文
學
に
お
け
る
二
篇
の
意
味
は
同
㊟
（
４
）
拙
稿
參
照
。

（
15
）　
「
在
第
一
部
裡
，
已
經
說
過
了
，
此
地
想
把
牠
們
略
去
。」

（
16
）　
『
文
藝
論
集
』
第
一
一
二
頁
。

（
17
）　
「
上
節
所
講
的
思
想
或
詩
想
，
根
底
必
須
建
築
在
感
情
上
，
纔
能
生
動
。（
參
看
上

朞
詩
的
意
義
中
所
述
尉
遲
渥
斯
的
主
張
）」

（
18
）　
『
文
藝
論
集
』
第
一
二
二
頁
。
こ
の
箇
所
は
『
敝
帚
集
』
で
も
「
上
篇
」
の
ま
ま

で
あ
る
。
第
一
七
九
頁
。

（
19
）　

同
㊟
（
４
）
拙
稿
。

（
20
）　
『
㊒
島
武
郞
全
集
』
第
八
卷
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
三
二
三
頁
。

（
21
）　
『
文
學
槪
說
』
第
三
頁
。

（
22
）　
『
文
學
論
集
』
第
二
三
頁
第
八
、
九
行
／
第
二
四
頁
第
八
行
／
第
二
七
頁
第
二
行
。

『
文
學
槪
說
』
對
應
箇
所
は
第
二
三
頁
第
六
、
七
行
／
第
二
四
頁
第
六
行
／
第
二
六

頁
第
一
行
。

（
23
）　
『
文
學
論
集
』
第
二
四
頁
第
一
〇
行
；
『
文
學
槪
說
』
第
二
四
頁
第
七
行
。

（
24
）　
『
晨
報
副
鐫
』
第
五
三
號
；
『
文
學
槪
說
』
第
四
頁
。

（
25
）　
『
文
藝
論
集
』
で
は
「
參
看
「
夏
目
漱
石
文
學
論
第
一
章
」」
と
な
っ
て
い
る
。
第

一
八
六
頁
。

（
26
）　
『
文
藝
論
集
』
第
一
八
六
頁
。
夏
目
漱
石
『
文
學
論
』
の
中
國
に
お
け
る
受
容
硏

究
に
は
、
服
部
徹
也
『
は
じ
ま
り
の
漱
石
―
『
文
學
論
』
と
初
朞
創
作
の
生
成
』（
新

曜
社
、
二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。

（
27
）　
『
漱
石
全
集
』
第
十
四
卷
㊟
解
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
；
服
部
徹
也
『
は
じ

ま
り
の
漱
石
』、
同
㊟
（
26
）
な
ど
を
參
照
。

（
28
）　
『
第
八
高
等
學
校
一
覽
』
一
九
一
五
〜
一
九
一
八
年
。

（
29
）　

拙
稿
「
郁
逹
夫
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
―
「
還
鄕
記
」「
還
鄕
後
記
」
を
中
心

に
―
」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
六
二
輯
、
二
〇
一
六
年
一
二
⺼
。

（
30
）　

同
㊟
（
12
）。

（
31
）　

松
永
薰
「
橫
山
㊒
策
宛
會
津
八
一
書

」『
演
劇
硏
究
』
一
〇
號
、
早
稻
田
大
學

演
劇
博
物
館
紀
要
、
一
九
八
三
年
三
⺼
；
逍
遙
協
會
編
『
坪
內
逍
遙
事
典
』
平
凢
社
、

一
九
八
六
年
；
岡
山
縣
歷
史
人
物
事
典
編
纂
委
員
會
『
岡
山
縣
歷
史
人
物
事
典
』
山

陽
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
な
ど
を
參
照
。

（
32
）　
『
文
學
槪
論
』
改
訂
增
補
版
で
は
、
初
版
第
一
章
の
節
が
倍
の
一
二
に
增
え
、
第
二
、

三
章
も
加
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
文
學
觀
に
お
い
て
初
版
と
の
閒
に
大
き
な
差
は
な
い
。

本
稿
で
は
初
版
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。

（
33
）　
『
文
學
槪
論
』
第
一
一
〜
二
頁
。
以
下
同
書
は
「
橫
山
」
と
記
す
。

（
34
）　

同
㊟
（
20
）、
第
三
二
四
〜
五
頁
。
郁
と
㊒
島
の
文
學
觀
の
共
通
點
に
つ
い
て
は

同
㊟
（
４
）
拙
稿
參
照
。

（
35
）　

橫
山
第
一
三
頁
；
「
詩
的
意
義
」『
文
藝
論
集
』
第
一
一
七
〜
八
頁
。「
不
曉
得
文

字
，
不
曉
得
技
巧
的
這
些
上
帝
的
恩
寵
者
，
只
好
張
開
喉
來
高
唱
，
舉
起
腳
來
舞
蹈
。

這
時
候
他
們
不
要
金
錢
，〔
中
略
〕
大
自
然
就
是
我
，
我
就
是
大
自
然
，
物
我
相
化
，

四
大
皆
空
，
所
㊒
的
世
界
只
是
旋
律
的
世
界
，
感
情
的
世
界
，〔
中
略
〕
這
就
是
詩

的
三
昧
境
呀
！
」

（
36
）　

橫
山
第
五
二
頁
；
「
詩
的
意
義
」『
文
藝
論
集
』
第
一
一
六
頁
。

（
37
）　

橫
山
第
一
六
〜
九
頁
；
『
文
學
槪
說
』
第
五
頁
。「
藝
術
家
是
對
於
選
擇
表
現
象

徵
最
精
細
的
人
，
就
是
最
能
純
粹
表
現
自
己
的
人
。」

（
38
）　

橫
山
第
二
二
頁
。

（
39
）　
「
藝
文
私
見
」『
創
造
』
季
刊
、
第
一
卷
第
一
號
、
一
九
二
二
年
三
⺼
。

（
40
）　
『
生
活
と
文
學
』
第
三
五
三
頁
、
同
㊟
（
20
）。

（
41
）　
『
文
學
槪
說
』
第
三
一
頁
。

（
42
）　
『
文
藝
論
集
』
第
一
一
八
頁
。「
詩
的
內
容
外
形
，
分
離
不
開
，
正
如
人
的
靈
魂
和



一
九
二
〇
年
代
中
朞
郁
逹
夫
に
お
け
る
文
學
論
の
構
想
と
執
筆

一
五
七

（
51
）　
『
文
學
槪
說
』
第
五
〇
〜
一
頁
。
モ
ー
ル
ト
ン
初
版
はThe U

niversity of 
Chicago Press,1915.

本
稿
は
本
田
顯
彰
譯
『
文
學
の
近
代
的
硏
究
』（
岩
波
書
店
、

一
九
三
二
年
初
版
）
五
五
年
に
據
る
。
日
本
語
版
の
表
の
形
態
は
原
書
と
同
一
で
あ

る
。
第
一
九
、
二
八
頁
。

（
52
）　

橫
山
第
五
三
頁
。

（
53
）　
『
文
學
槪
說
』
第
五
一
頁
。「
在
純
文
學
裏
，
㊒
於
綜
合
上
述
兩
種
要
素
外
，
更
加

以
動
作
的
分
子
，
而
逹
其
表
現
的
目
的
者
，
是
戲
劇
。」
；
同
第
五
二
頁
。「
純
文
學

的
每
一
作
品
，
都
可
以
增
加
文
學
之
量
，
反
之
，
記
述
文
學
，
係
就
從
來
所
㊒
的
東

西
記
述
評
論
，
而
使
我
們
能
得
到
精
確
的
知
識
的
，
例
如
歷
史
、
哲
學
批
評
之
類
皆

是
。」
；
橫
山
第
五
六
頁
。

（
54
）　

同
㊟
（
39
）。
文
藝
是
天
才
的
創
造
物
／
眞
的
文
藝
批
評
，
是
爲
常
人
爾
作
的
一

種
『
天
才
的
讚
詞
』。
因
爲
天
才
的
好
處
，
我
們
凢
人
看
不
出
來
，
必
待
大
批
評
家

來
摘
發
出
來
之
後
，
我
們
纔
能
知
衟
豐
城
獄
底
，
㊒
絕
世
的
龍
泉
／
文
藝
批
評
在
天

才
眼
裏
，
雖
沒
㊒
甚
麼
價
值
，
在
庸
人
的
堆
裏
，
究
竟
是
啟
蒙
的
指
針
。

（
55
）　

大
東
和
重
『
郁
逹
夫
と
大
正
文
學
』
第
二
章
、
同
㊟
（
４
）。

（
56
）　

會
津
八
一
「
橫
山
㊒
策
宛
書

」
大
正
十
四
年
二
⺼
八
日
、
十
日
。
植
田
重
雄
編

著
『
秋
艸
衟
人　

會
津
八
一
書

集
』
恆
文
社
、
一
九
九
一
年
、
第
四
六
九
〜
四
七

三
頁
。

（
57
）　

郁
逹
夫
「
蕪
城
日
記
」「
勞
生
日
記
」「
病
閑
日
記
」、
同
㊟
（
13
）
；
李
麗
君
『
郁

逹
夫
の
原
像
―
異
文
化
・
時
代
・
社
會
と
の
葛
藤
』
第
二
章
、
芲
書
院
、
二
〇
一
六

年
。

（
58
）　

桑
島
衟
夫
「
郁
逹
夫
・
そ
の
「
吿
白
」
の
か
た
ち
―
「
沈
淪
」「
蔦
蘿
行
」
を
中

心
と
し
て
―
」『
人
文
論
集
：
靜
岡
大
學
人
文
學
部
社
會
學
科
・
言
語
文
化
學
科
硏

究
報
吿
』
第
五
〇
號
の
二
、
一
九
九
九
年
；
拙
稿
、
同
㊟
（
29
）。

（
59
）　

大
東
和
重
『
郁
逹
夫
と
大
正
文
學
』、
同
㊟
（
４
）。

肉
體
一
樣
」
；
橫
山
第
六
三
頁
。「
殊
に
詩
で
は
形
式
と
內
容
を
分
ち
考
ふ
る
こ
と

は
無
理
で
あ
り
、
又
不
可
能
な
こ
と
」

（
43
）　
「
勞
生
日
記
」、
同
㊟
（
13
）
；
菅
原
慶
乃
『
映
畫
館
の
な
か
の
近
代
―
映
畫
觀
客

の
上
海
史
』
第
六
章
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
九
年
。

（
44
）　

瀨
田
貞
二
ほ
か
編
『
日
本
兒
童
文
學
大
系
』
第
一
一
卷
、
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
七

八
年
；
楠
山
三
香
男
編
『
楠
山
正
雄
の
戰
中
・
戰
後
日
記
―
辭
典
編
集
・
演
劇
・
童

話
の
仕
事
を
誠
實
に
追
う
―
』
冨
山
房
、
二
〇
〇
二
年
な
ど
を
參
照
。

（
45
）　

郁
第
三
章
「
近
代
戲
劇
的
發
生
」
は
楠
山
第
一
講
「
近
代
劇
の
搖
籃
」、
郁
第
四

章
「
近
代
劇
之
開
展
與
分
化
」
は
楠
山
第
二
講
一
「
近
代
劇
の
開
展
と
分
化
」、
郁

第
五
章
「
近
代
生
活
的
內
容
」
は
楠
山
同
二
「
近
代
生
活
の
斷
面
」、
郁
第
六
章
「
近

代
劇
之
形
式
及
技
巧
」
は
楠
山
第
三
講
「
近
代
劇
の
形
式
と
技
巧
」
に
對
應
す
る
。

楠
山
の
テ
キ
ス
ト
は
一
九
二
三
年
第
一
〇
版
を
使
用
。

（
46
）　

例
え
ば
、
兩
者
と
も
に
韋
應
物
「
休
暇
日
訪
王
侍
御
不
遇
」
を
引
く
が
、
橫
山
は

起
承
轉
結
の
例
、
郁
は
詩
の
「
中
心
思
想
」
と
「
輔
隨
思
想
」
を
說
朙
す
る
例
に
用

い
て
い
る
。
他
に
、
橫
山
は
無
韻
詩
の
例
と
し
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
「
ジ
ュ
リ
ア
ス
・

シ
ー
ザ
ー
」、
英
雄
對
韻
句
で
ド
ラ
イ
デ
ン
「
牝
鹿
と
豹
」、
頭
韻
法
で
コ
ー
ル
リ
ッ

ジ
「
老
水
夫
行
」
を
擧
げ
、
郁
は
無
韻
詩
で
ミ
ル
ト
ン
「
鬪
士
サ
ム
ソ
ン
」、
英
雄

對
韻
句
で
ポ
ー
プ
「
人
閒
論
」、
頭
韻
法
で
ド
ラ
イ
デ
ン
「
ア
ブ
サ
ロ
ム
と
ア
キ
ト

フ
ェ
ル
」
を
擧
げ
る
。

（
47
）　

郁
と
比
較
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
橫
山
初
版
と
改
訂
增
補
版
に
異
同
は
な
い
。

（
48
）　
『
文
學
槪
說
』
第
一
〇
〜
一
頁
；
橫
山
第
二
七
〜
八
頁
。

（
49
）　

大
橋
義
武
「
中
國
新
文
學
と
「
小
說
」
槪
念
」、
第
四
頁
、
同
㊟
（
６
）。

（
50
）　
『
文
學
槪
說
』
第
一
七
頁
。「
文
學
裏
頭
，
的
確
㊒
許
多
模
仿
的
分
子
含
在
裏
頭
。

然
而
也
不
能
說
他
是
整
個
兒
的
可
用
於
文
學
的
」
；
橫
山
第
七
〜
八
頁
／
『
文
學
槪

說
』
第
一
九
頁
；
橫
山
第
三
〇
頁
。




